
第６回 木曽川文化圏市町合併協議会 
 

と き 平成１５年９月５日（金） 
午後２時から    

ところ  川島町公民館集会室          
 

 
１． 開 会 
 
２． 会長あいさつ 
 
３． 議 題 

〈協議事項〉 
協議第２６号 公共的団体の取扱いについて 
協議第２７号 慣行の取扱いについて 
協議第２８号 介護保険事業の取扱いについて 
協議第２９号 電算システム事業の取扱いについて 
協議第３０号 学校教育事業（義務教育）の取扱いについて 
協議第３１号 社会教育事業（公民館）の取扱いについて 
協議第３２号 社会教育事業（図書館）の取扱いについて 
協議第３３号 社会教育事業（歴史民俗資料館）の取扱いについて 

 
４． その他 

〈確認事項〉 
○「新市建設計画策定に関する小委員会」の設置について 
○「合併協議項目」の協議状況について   
○７回以降の合併協議会開催日程等について 
○川島町内主要施設等視察について 
 

５． 閉 会 



協 議 事 項 

第６回 木曽川文化圏市町合併協議会 



協議第２６号 

 

 

 

公共的団体の取扱いについて（案） 

 

 

 

  

 

公共的団体の取扱いについては、新市の速やかな一体性を確保するた

め、それぞれの実情を尊重しながら、そのあり方について以下の方針に

より調整を行う。 

①両市町に共通する団体は、それぞれの団体の理解と協力を得ながら、

できる限り合併時に統合できるよう調整に努める。 

②統合に時間を要する団体は、将来の統合に向けて検討が進められる

よう調整に努める。 

③独自の目的を持った団体については、それぞれ自主的な判断に委ね

る。 

 

  

 

 



専
門
部
会

企
画
財
政
部
会

調
整
方
針

協
議
項
目

　
公
共
的
団
体
の
取
扱
い

協
議
細
目

　
公
共
的
団
体
の
取
扱
い

留
意

事
項

<
合
併
特
例
法
>

（
国
、
都
道
府
県
等
の
協
力
等
）

　
第
１
６
条
　
１
～
６
　
－
　
省
略
　
－

　
　
　
　
　
　
７
　
公
共
的
団
体
は
、
合
併
市
町
村
の
建
設
に
資
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
な
い
。

　
　
　
　
　
　
８
　
合
併
関
係
市
町
村
の
区
域
内
の
公
共
的
団
体
等
は
、
市
町
村
の
合
併
に
際
し
て
は
、
合
併
市
町
村
の
一
体
性

　
　
　
　
　
　
　
の
速
や
か
な
確
立
に
資
す
る
た
め
、
そ
の
統
合
整
備
を
図
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

<
地
方
自
治
法
>

（
公
共
的
団
体
等
の
監
督
）

　
第
１
５
７
条
　
　
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
区
域
内
の
公
共
的
団
体
等
の
活
動
の
綜
合
調
整

　
　
　
　
　
　
　
を
図
る
た
め
、
こ
れ
を
指
揮
監
督
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の

　
　
　
　
　
　
　
区
域
内
の
公
共
的
団
体
等
を
し
て
事
務
の
報
告
を
さ
せ
、
書
類
及
び
帳
簿
を
提
出
さ
せ
及
び
実
地
に
つ
い
て
事

　
　
　
　
　
　
　
務
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
３
　
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
区
域
内
の
公
共
的
団
体
等
の
監
督
上
必
要
な
処

　
　
　
　
　
　
　
分
を
し
又
は
当
該
公
共
的
団
体
等
の
監
督
官
庁
の
措
置
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
４
　
前
項
の
監
督
官
庁
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
の
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

調
整
の
方
針

　
公
共
的
団
体
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
新
市
の
速
や
か
な
一
体
性
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
を
尊
重
し
な
が
ら
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
以
下
の
方
針

に
よ
り
調
整
を
行
う
。

　
①
両
市
町
に
共
通
す
る
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
合
併
時
に
統
合
で
き
る
よ
う
調
整
に
努
め
る
。

　
②
統
合
に
時
間
を
要
す
る
団
体
は
、
将
来
の
統
合
に
向
け
て
検
討
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
調
整
に
努
め
る
。

　
③
独
自
の
目
的
を
持
っ
た
団
体
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
主
的
な
判
断
に
委
ね
る
。

備
　
　
　
考

「
公
共
的
団
体
等
」
（
地
方
自
治
法
第

１
５
７
条
第
１
項
）
と
は
、
農
業
協
同

組
合
、
森
林
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
、

生
活
協
同
組
合
、
商
工
会
議
所
等
の
産

業
経
済
団
体
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
社

会
福
祉
団
体
、
赤
十
字
社
等
の
厚
生
社

会
事
業
団
体
、
教
育
団
体
、
青
年
団
、

婦
人
会
、
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

等
の
教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
、
い

や
し
く
も
公
共
的
な
活
動
を
営
む
も
の

は
す
べ
て
こ
れ
に
含
ま
れ
、
法
人
た
る

と
否
と
を
問
わ
な
い
と
さ
れ
る
。

　
（
行
政
実
例
　
昭
和
２
４
年
１
月
１

３
日
・
昭
和
３
４
年
１
２
月
１
６
日
等

参
照
）

木
曽
川
文
化
圏
市
町
合
併
協
議
会



協議第２７号 

 

 

 

慣行の取扱いについて（案） 

 

 

 

  

 

市章、シンボルマーク、市民憲章、市の木・市の花については、各務

原市の現行のものを使用する。 

都市宣言については、両市町の現行のものを新市に継承する。 

 

  

 

 



専
門
部
会
企
画
財
政
部
会
・
総
務
部
会
・
教
育
部
会

調
整
方
針

市
章

シ
ン
ボ
ル

マ
ー

ク

市
民
憲
章

協
議
項
目

　
慣
行
の
取
扱
い

　
市
章
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
市
民
憲
章
、
市
の
木
・
市
の
花
に
つ
い
て
は
、
各
務
原
市
の
現
行
の
も
の
を
使
用
す
る
。

　
都
市
宣
言
に
つ
い
て
は
、
両
市
町
の
現
行
の
も
の
を
新
市
に
継
承
す
る
。

協
議
細
目

調
整
の
方
針

　
慣
行
の
取
扱
い

都
市
宣
言

調
整
方
針

項
目

　
各
務
原
市
の
市
章
を
使
用
す
る
。

　
各
務
原
市
と
川
島
町
と
そ
れ
ぞ
れ
市
民
憲
章
、
町
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
て
い

る
。

　
市
・
町
の
木
は
、
各
務
原
市
も
川
島
町
も
「
松
」
で
あ
る
。

　
市
・
町
の
花
は
、
各
務
原
市
が
「
つ
つ
じ
」
、
川
島
町
が
「
菊
」
で
あ
る
。

　
各
務
原
市
の
現
行
の
『
市
民
憲
章
』
『
市
の
木
』
『
市
の
花
』
を
使
用
す

る
。

　
都
市
宣
言
に
つ
い
て
は
、
両
市
町
の
現
行
の
も
の
を
新
市
に
継
承
す
る
。

・
交
通
安
全
都
市
宣
言

・
青
少
年
を
守
る
都
市
宣
言

・
暴
力
追
放
の
都
市
宣
言

・
平
和
都
市
宣
言

・
生
涯
学
習
の
ま
ち
宣
言

松
市
の
木
・
市
の
花

　
各
務
原
市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
平
成
1
4
年

2
月

5
日
に
Ｃ
Ｉ
戦
略
の
一
環

と
し
て
指
定
さ
れ
、
現
在
も
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引

き
続
き
使
用
す
る
。

つ
つ
じ

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
制
定
し
て
い
な
い

川
島
町

各
務
原
市

・
・

菊
松

○
各
務
原
市
民
憲
章

（
昭
和

4
8
年
1
0
月
1
9
日
　
告
示
第

6
6
号
）

わ
た
し
た
ち
各
務
原
市
民
は

・
自
然
と
文
化
財
を
守
り
、
美
し
い
ま
ち
を

　
つ
く
り
ま
す
。

・
教
養
を
高
め
、
文
化
の
香
り
た
か
い
ま
ち

　
を
つ
く
り
ま
す
。

・
健
や
か
な
心
と
か
ら
だ
で
働
き
、
活
気
の

　
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

・
き
ま
り
を
守
り
、
助
け
合
い
、
住
み
よ
い

　
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

・
夢
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
、
明
る
い
ま
ち
を
つ

　
く
り
ま
す
。

○
川
島
町
民
憲
章
　
（
昭
和
4
7
年

8
月

1
5
日
）

・
恵
ま
れ
た
自
然
を
愛
護
し
、
環
境
を
き
れ

　
い
に
し
、
緑
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
築

　
き
ま
し
ょ
う
。

・
社
会
の
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
お
互
い

　
に
親
切
に
し
会
い
お
隣
近
所
と
仲
良
く
し
、

 
 
心
う
る
わ
し
い
近
隣
社
会
を
築
き
ま
し

　
ょ
う
。

・
健
康
と
仕
事
を
大
事
に
し
、
楽
し
い
家
庭

　
生
活
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

・
教
養
を
高
め
、
文
化
を
育
て
、
豊
か
な
人

　
生
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

・
青
少
年
を
健
や
か
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

平
成

1
4
年
2
月
5
日

 
告
示
第

7
号

昭
和

4
1
年
5
月
3
1
日

 
告
示
第

2
0
号

昭
和
4
7
年

8
月

1
5
日
制
定

木
曽
川
文
化
圏
市
町
合
併
協
議
会



協議第２８号 

 

 

 

介護保険事業の取扱いについて（案） 

 

 

 

  

 

介護保険料については、原則として各務原市の制度に統一するものと

する。ただし、合併する日が属する年度及びこれに続く１年度は、不均

一賦課を実施する。 

 

  

 

 



専
門
部
会

福
祉
部
会

介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い

　
介
護
保
険
料
（
第
１
号
被
保
険
者
）

1
　
普
通
徴
収

1
　
普
通
徴
収

2
　
特
別
徴
収

2
　
特
別
徴
収

年
金
支
払
月
（
年
金
天
引
き
）

年
金
支
払
月
（
年
金
天
引
き
）

　
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
第
２
期
介
護
保

険
事
業
計
画
で
の
保
険

料
期
間
が
平
成
1
7
年
度

で
完
了
す
る
た
め
、
平

成
1
7
年
度
末
ま
で
は
不

均
一
賦
課
を
実
施
す

る
。

　
第
３
期
介
護
保
険
策

定
委
員
会
に
お
い
て
、

平
成
1
8
年
度
か
ら
の
介

護
保
険
料
の
均
一
化
を

図
る
。

所
得
段
階
別
定
額
保
険
料

平
成
１
５
年
度
～
平
成
１
７
年
度
に
お
け
る
年
額
保
険
料

所
得
段
階
別
定
額
保
険
料

＊
被
保
険
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成

1
5
年
７
月
１
日
現
在

第
5
段
階
本
人
が
住
民
税
課
税
で
合
計
所
得
金

額
 
2
0
0
万
円
以
上

5
3
,
2
8
0
円

(
1
1
2
人
)

第
5
段
階

3
5
,
5
2
0
円

(
9
6
4
人
)

4
4
,
4
0
0
円

(
1
5
3
人
)

2
6
,
6
4
0
円

(
3
6
0
人
)

介
護
保
険
料
及
び

被
保
険
者
数

第
1
段
階
生
活
保
護
受
給
者
、
老
齢
福
祉
年
金

受
給
者
で
住
民
税
世
帯
非
課
税

1
7
,
7
6
0
円

(
5
人
)

所
得
段
階

対
　
象
　
者

第
3
段
階
本
人
が
住
民
税
非
課
税

本
人
が
住
民
税
課
税
で
合
計
所
得
金

額
 
2
0
0
万
円
未
満

2
8
,
8
0
0
円

(
5
,
1
8
9
人

)

項
　
　
　
　
目

協
議
細
目

調
整
の
方
針

調
整
方
針

協
議
項
目

各
　
務
　
原
　
市

川
　
島
　
町

調
　
整
　
方
　
針

　
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
各
務
原
市
の
制
度
に
統
一
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
合
併
す
る
日
が
属
す
る
年
度
及
び
こ
れ
に
続
く
１
年
度
は
、
不

均
一
賦
課
を
実
施
す
る
。

平
成
１
５
年
度
～
平
成
１
７
年
度
に
お
け
る
年
額
保
険
料

第
3
段
階

（
月
額
3
,
2
0
0
円
）

基
準
額

第
4
段
階
本
人
が
住
民
税
課
税
で
合
計
所
得
金

額
 
2
0
0
万
円
未
満

第
4
段
階

4
8
,
0
0
0
円

(
3
,
4
8
4
人

)

第
2
段
階
本
人
及
び
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課

税

１
．
介
護
保
険
料

被
保
険
者
数
計

2
1
,
8
2
8
人

第
2
段
階

本
人
が
住
民
税
非
課
税

3
8
,
4
0
0
円

(
1
0
,
0
0
3
人

)

介
護
保
険
料
及
び

被
保
険
者
数

第
1
段
階
生
活
保
護
受
給
者
、
老
齢
福
祉
年
金

受
給
者
で
住
民
税
世
帯
非
課
税

本
人
及
び
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課

税

被
保
険
者
数
計

２
．
納
期

基
準
額

3
8
,
4
0
0
円

3
5
,
5
2
0
円

（
月
額

2
,
9
6
0
円
）1
,
5
9
4
人

＊
被
保
険
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
5
年
７
月
１
日
現
在

1
9
,
2
0
0
円

(
1
3
3
人

)

所
得
段
階

対
　
象
　
者

5
7
,
6
0
0
円

(
3
,
0
1
9
人

)
本
人
が
住
民
税
課
税
で
合
計
所
得
金

額
 
2
0
0
万
円
以
上

第
1
期

 
7
月
1
日
～

 
7
月
3
1
日

第
2
期

 
8
月
1
日
～

 
8
月
3
1
日

1
1
月
1
日
～

1
1
月
3
0
日

第
6
期

1
2
月
1
日
～

1
2
月
2
5
日

第
3
期

 
9
月
1
日
～

 
9
月
3
0
日

第
4
期

1
0
月
1
日
～

1
0
月
3
1
日

第
3
期

 
6
月

1
日
～
 
6
月

3
0
日

第
4
期

 
7
月

1
日
～
 
7
月

3
1
日

第
1
期

 
4
月

1
日
～
 
4
月

3
0
日

第
2
期

 
5
月

1
日
～
 
5
月

3
1
日

 
8
月

1
日
～
 
8
月

3
1
日

第
6
期

 
9
月

1
日
～
 
9
月

3
0
日

第
9
期

 
3
月
1
日
～

 
3
月
3
1
日

第
7
期

 
1
月
1
日
～

 
1
月
3
1
日

第
8
期

 
2
月
1
日
～

 
2
月
末
日

第
5
期

　
納
期
に
つ
い
て
は
、

各
務
原
市
の
例
に
よ

る
。
た
だ
し
、
平
成

1
6
、

1
7
年
度
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
市
町

の
例
に
よ
る
。

第
9
期

1
2
月

1
日
～
1
2
月

2
8
日

第
1
0
期

 
1
月

1
日
～
 
1
月

3
1
日

第
7
期

1
0
月

1
日
～
1
0
月

3
1
日

第
8
期

1
1
月

1
日
～
1
1
月

3
0
日

第
5
期

木
曽
川
文
化
圏
市
町
合
併
協
議
会



専
門
部
会

福
祉
部
会

介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い

介
護
保
険
料
（
第
１
号
被
保
険
者
）

1
　
被
保
険
者

2
　
保
険
料

第
1
号
被
保
険
者
（
6
5
歳
以
上
の
者
）

第
1
段
階

第
2
段
階

第
3
段
階

第
4
段
階

第
5
段
階

3
　
介
護
保
険
事
業
計
画

合
併

本
人
が
住
民
税
課
税
で
合
計
所
得
金
額

 2
0
0
万
円
以
上

基
準
額
×
1
.
5

2
3

保
険
料

2
2

1
7

1
8

事
業
計
画

1
9

2
0

2
1

年
度

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

本
人
が
住
民
税
非
課
税

基
準
額
×
1

本
人
が
住
民
税
課
税
で
合
計
所
得
金
額

 2
0
0
万
円
未
満

基
準
額
×
1
.
2
5

生
活
保
護
受
給
者
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
住
民
税
世
帯
非
課

基
準
額
×
0
.
5

本
人
及
び
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

基
準
額
×
0
.
7
5

所
得
段
階

対
　
象
　
者

保
険
料
率

対
象
者

6
5
歳
以
上
の
者

4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
医
療
保
険
加
入
者

保
険
料
負
担

市
町
村
が
徴
収

医
療
保
険
者
が
医
療
保
険
料
と
し
て
徴
収
し
、
給
付
金
と

し
て
一
括
し
て
納
付

協
議
細
目

調
整
方
針

協
議
項
目

第
１
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者

３
．
制
度
に
つ
い
て

保
険
料
期
間

第
1
期
介
護
保
険
事
業
計
画

保
険
料
期
間

保
険
料
期
間

保
険
料
期
間

第
2
期
介
護
保
険
事
業
計
画

第
3
期
介
護
保
険
事
業
計
画

第
4
期
介
護
保
険
計
画
(
H
2
5
ま
で
)

不
均
一
賦
課

木
曽
川
文
化
圏
市
町
合
併
協
議
会



協議第２９号 

 

 

 

電算システム事業の取扱いについて（案） 

 

 

 

  

 

電算システムについては、原則として、川島町の電子データを各務原

市のシステムに移行し一元化するものとする。 

 

  

 

 



専
門
部
会
企
画
財
政
部
会

協
議
細
目

調
整
の
方
針

調
整
方
針

協
議
項
目

　
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い

　
電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
川
島
町
の
電
子
デ
ー
タ
を
各
務
原
市
の
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
一
元
化
す
る
も
の
と
す
る
。

主
な
該
当
シ
ス
テ
ム

各
務
原
市
の
サ
ー
バ
ー
に
デ
ー
タ
を
統
合
す
る

両
市
町
共
に
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
使
用

自
庁
サ
ー
バ
ー
に
て

処
理

自
動
証
明
書
発
行
シ
ス
テ
ム

各
務
原
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
て
処
理
を
一
元
化
す
る

現
行
の
ま
ま
と
す
る

情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
処
理
を
一
元
化
す
る

給
与
計
算

統
合
に
向
け
て
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
図
る

Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト

の
機
能

　
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業

川
島
町
の
デ
ー
タ
を
各
務
原
市
の
シ
ス
テ
ム
に
移
行

し
一
元
化
す
る

各
務
原
市

川
島
町

両
市
町
共
に
情
報
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

戸
籍

電
算
シ
ス
テ
ム
導
入

電
算
シ
ス
テ
ム
導
入

自
庁
処
理

－

自
庁
サ
ー
バ
ー
に
て
処
理

電
算
シ
ス
テ
ム
導
入

電
算
シ
ス
テ
ム
導
入

両
市
町
共
に
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用

－

川
島
町
の
デ
ー
タ
を
各
務
原
市
の
シ
ス
テ
ム
に
移
行

し
一
元
化
す
る

各
務
原
市
の
シ
ス
テ
ム
に
川
島
町
の
デ
ー
タ
を
入
力
す
る

情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
処
理
を
一
元
化
す
る

自
庁
処
理
（
ホ
ス
ト

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）

自
庁
サ
ー
バ
ー
に
て
処
理

各
務
原
市
の
シ
ス
テ
ム
に
て
合
併
後
の
事
務
を
行
う

調
整
（
統
合
）
方
針

岐
阜
県
市
町
村
行
政

情
報
セ
ン
タ
ー

（
以
下
「
情
報
セ
ン

タ
ー
」
）
へ
電
算
委

託

両
市
町
と
も
情
報
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用

電
算
シ
ス
テ
ム
導
入

－

自
庁
処
理

情
報
セ
ン
タ
ー
委
託

区
分

建
築
確
認
支
援
、
給
食
管
理

土
木
積
算
、
家
屋
評
価

契
約
、
公
有
財
産
、
道
水
路
占
用
管
理
、
図
面
検
索
出
力

住
民
記
録
、
印
鑑
登
録
証
明
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保

険
、
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
償
却
資
産
（
申
告
書
関

連
）
、
軽
自
動
車
税
、
収
納
管
理
、
口
座
管
理
、
福
祉

（
福
祉
関
連
台
帳
管
理
、
児
童
扶
養
手
当
）
、
老
人
医

療
、
保
育
就
学
、
住
登
外
管
理
、
選
挙
人
名
簿
管
理
、
不

在
者
投
票
、
農
家
台
帳

法
人
住
民
税
、
児
童
手
当
、
健
康
管
理

生
活
保
護

住 民 サ ー ビ ス 関 連

水
道
、
下
水
道
料
金

外
国
人
登
録
、
介
護
保
険
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム

現
行
の
ま
ま
新
市
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
引
継
ぐ

合
併
後
、
速
や
か
に
新
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
→
新
シ

ス
テ
ム
は
職
員
認
証
、
電
子
決
裁
等
の
共
通
基
盤
を
導
入
す
る

議
事
録
検
索
、
公
文
書
目
録
検
索
、
条
例
検
索

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

電
算
シ
ス
テ
ム
導
入

電
算
シ
ス
テ
ム
導
入

起
債
管
理

各
務
原
市
の
パ
ソ
コ
ン
に
て
処
理
を
一
元
化
す
る

－

各
務
原
市
の
シ
ス
テ
ム
に
川
島
町
の
デ
ー
タ
を
入
力

す
る

文
書
管
理
、
人
事
情
報

財
務
会
計

現
行
の
ま
ま
と
す
る
（
両
市
町
は
別
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
が
業
務
に
は
支
障
が
無
い
）

現
行
の
ま
ま
と
す
る

自
庁
処
理

情
報
セ
ン
タ
ー
委
託

電
算
シ
ス
テ
ム
導
入

－

両
市
町
共
に
情
報
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用

電
算
シ
ス
テ
ム
導
入

内 部 業 務 関 連

全 庁 的 対 応 各 課 個 別 対 応 全 庁 的 対 応 各 課 個 別 対 応

木
曽
川
文
化
圏
市
町
合
併
協
議
会



協議第３０号 

 

 

 

学校教育事業（義務教育）の取扱いについて（案） 

 

 

 

  

 

義務教育の取扱いについては、原則として各務原市の現行制度に統合

するものとする。 

なお、川島町の小中学校の就学区域（校区）については、現行のまま

とする。 

 

  

 

 



専
門
部
会

教
育
部
会

　
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い

項
　
　
　
目

１
．
小
学
校
（
平
成
1
5
年
5
月
1
日
現
在
）

１
．
学
校
数
（
平
成
1
5
年
5
月
1
日
現
在
）

小
学
校

１
校

学
級
数

学
級
数

児
童
数

児
童
数

２
．
中
学
校
（
平
成
1
5
年
5
月
1
日
現
在
）

２
．
中
学
校
（
平
成
1
5
年
5
月
1
日
現
在
）

中
学
校

１
校

学
級
数

学
級
数

生
徒
数

生
徒
数

３
．
条
例
、
規
則
等

３
．
条
例
、
規
則
等

①
各
務
原
市
小
中
学
校
管
理
規
則

①
羽
島
郡
町
立
小
中
学
校
管
理
規
則

②
各
務
原
市
立
学
校
設
置
条
例

③
　
な
　
　
し

学
校
施
設
の
改
修
計
画
を
下
記
の
よ
う
に
策
定
し
て
い
る

公
共
施
設
の
耐
震
化
事
業
の
中
で
位
置
付
け
て
い
る

①
地
震
対
策
に
伴
う
改
築
・
耐
震
補
強
計
画

②
プ
ー
ル
改
築
計
画

③
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
構
築
計
画

合
計
７
，
７
９
１
人

協
議
細
目

調
整
方
針

協
議
項
目

　
学
校
教
育
事
業
（
義
務
教
育
）

調
整
の
方
針

　
義
務
教
育
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
各
務
原
市
の
現
行
制
度
に
統
合
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
川
島
町
の
小
中
学
校
の
就
学
区
域
（
校
区
）
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
ま
ま
と
す
る
。

川
島

町
各

務
原

市
調

整
方

針

２
．
学
校
施
設
改

修
事
業
に
関
す
る

こ
と

１
６
校

合
計
２
７
１
学
級

２
０
学
級

１
．
学
校
の
管
理

・
運
営
に
関
す
る

こ
と
（
施
設
を
除

く
）

合
計
３
，
８
３
９
人
（
特
殊
含
む
）

７
校

合
計
１
１
９
学
級

６
６
９
人

（
特
殊
含
む
）

１
０
学
級
（
特
殊
含
む
）

　
各
務
原
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の

就
学
区
域
を
定
め
る
規
則
に
川
島
小

学
校
及
び
川
島
中
学
校
の
就
学
区

域
を
追
記
す
る
。

③
各
務
原
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
就
学
区
域

を
定
め
る
規
則

②
川
島
町
の
小
学
校
及
び
中
学
校
の
設
置
に
関
す

る
条
例

３
３
６
人

　
旧
市
町
の
就
学
区
域
(
校
区
)

は
、
そ
の
ま
ま
存
続
さ
せ
、
新
市

の
小
学
校
は
１
７
校
、
中
学
校
は

８
校
と
な
る
。

（
特
殊
含
む
）

学
校
数

　
川
島
町
の
条
例
を
廃
止
し
、
各
務
原

市
立
学
校
設
置
条
例
に
川
島
小
学
校

及
び
川
島
中
学
校
を
追
記
す
る
。

学
校
数

　
各
務
原
市
の
現
行
方
式
に
統
合

す
る
。

　
川
島
小
学
校
及
び
川
島
中
学
校

の
現
状
を
把
握
し
、
各
務
原
市
の

改
築
・
耐
震
補
強
計
画
な
ど
に
組

み
入
れ
一
体
的
な
整
備
を
行
う
。

〈
参
考
：
中
学
就
学
に
対
応
す
る
小
学
校
〉

那
加
中
学
校
…
那
加
第
一
小
学
校
・
那
加
第
三
小
学
校

桜
丘
中
学
校
…
那
加
第
二
小
学
校
・
尾
崎
小
学
校

稲
羽
中
学
校
…
稲
羽
西
小
学
校
・
稲
羽
東
小
学
校

鵜
沼
中
学
校
…
鵜
沼
第
一
小
学
校
・
各
務
小
学
校
・
八
木
山
小
学
校

緑
陽
中
学
校
…
鵜
沼
第
三
小
学
校
・
緑
苑
小
学
校

蘇
原
中
学
校
…
蘇
原
第
一
小
学
校
・
蘇
原
第
二
小
学
校

中
央
中
学
校
…
鵜
沼
第
二
小
学
校
・
陵
南
小
学
校
・
中
央
小
学
校

　
　
※
た
だ
し
、
通
学
区
域
の
弾
力
化
あ
り

〈
参
考
：
中
学
就
学
に
対
応
す
る
小
学
校
〉

川
島
中
学
校
…
川
島
小
学
校

木
曽
川
文
化
圏
市
町
合
併
協
議
会



専
門
部
会

教
育
部
会

　
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い

項
　
　
　
目

年
２
回
（
１
０
月
・
３
月
）
に
支
給

年
２
回
（
１
０
月
・
３
月
）
に
支
給

１
．
調
理
場

１
．
調
理
場

２
．
給
食
費

２
．
給
食
費

小
学
校

月
４
，
２
０
０
円
／
人
×
１
１
ヶ
月

小
学
校

月
４
，
３
０
０
円
／
人
×
１
１
ヶ
月

中
学
校

月
４
，
７
０
０
円
／
人
×
１
１
ヶ
月

中
学
校

月
４
，
９
０
０
円
／
人
×
１
１
ヶ
月

医
師
会
へ
委
託
し
下
記
事
業
を
実
施

養
護
教
諭
、
学
校
栄
養
士
を
中
心
に
下
記
事
業
を
実
施

○
夏
休
み
健
康
教
室

○
小
学
生
（
肥
満
者
）
食
生
活
指
導

対
象
者
：
肥
満
児
童
及
び
そ
の
保
護
者

会
　
場
：
川
島
小
学
校

○
脂
質
検
査
（
血
液
検
査
）

○
健
康
講
話

３
．
就
学
援
助
に

関
す
る
こ
と
（
国

庫
補
助
事
業
）

　
国
庫
補
助
事
業
に
関
す
る
手
続

き
等
は
、
国
の
基
準
に
準
ず
る
。

年
３
回
（
７
月
・
１
２
月
・
３
月
：
学
期
末
ご

と
）
に
支
給

２
．
要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
に
対
す
る
学
用

品
・
給
食
費
等
の
援
助

２
．
要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
に
対
す
る
学
用

品
・
給
食
費
等
の
援
助

　
支
払
い
回
数
に
は
違
い
が
あ
る

が
総
額
が
同
じ
で
あ
る
た
め
各
務

原
市
の
例
に
よ
り
支
給
す
る
。
た

だ
し
、
平
成
１
６
年
度
に
つ
い
て

は
、
旧
市
町
の
例
に
よ
る
。

各
務

原
市

川
島

町

１
．
特
殊
教
育
児
童
生
徒
に
対
す
る
学
用
品
・
給
食

費
等
の
援
助

※
小
中
学
校
の
建
物
と
は
、
別
棟
に
共
同
の
調
理
場
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
給
食
を
配
送
し
て
い
る
。

(
小
学
校
８
校
、
中
学
校
２
校
に
配
送
)

共
同
調
理
場

小
学
校

中
学
校

５
施
設

小
学
校

調
整

方
針

区
分

　
旧
市
町
の
各
施
設
を
利
用
し
て

現
行
の
と
お
り
実
施
す
る
も
の
と

す
る
。

１
．
特
殊
教
育
児
童
生
徒
に
対
す
る
学
用
品
・
給
食

費
等
の
援
助

単
独
校
調
理
場

年
３
回
（
７
月
・
１
２
月
・
３
月
：
学
期
末
ご

と
）
に
支
給

１
施
設
※中
学
校

調
整
方
針

協
議
項
目

協
議
細
目

　
学
校
教
育
事
業
（
義
務
教
育
）

会
　
場
：
少
年
自
然
の
家

対
象
者
：
保
護
者

５
．
児
童
生
徒
の

健
康
管
理
（
小
児

生
活
習
慣
病
に
対

す
る
業
務
）

４
．
学
校
給
食
に

関
す
る
こ
と

区
分

単
独
校
調
理
場

対
象
者
：
肥
満
児
童
・
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者

会
　
場
：
少
年
自
然
の
家

１
施
設

８
施
設

　
各
務
原
市
の
金
額
と
す
る
。
た

だ
し
、
平
成
１
６
年
度
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
市
町
の
例
に
よ

る
。

　
小
児
生
活
習
慣
病
に
対
す
る
医

師
会
と
の
連
携
を
深
め
た
取
組
み

や
夏
季
休
業
中
の
健
康
教
室
に
お

け
る
全
体
指
導
・
個
別
指
導
の
実

施
な
ど
各
務
原
市
の
現
行
方
式
で

行
う
。

会
　
場
：
各
小
学
校

対
象
者
：
全
小
学
校
４
年
生
児
童

木
曽
川
文
化
圏
市
町
合
併
協
議
会



協議第３１号 

 

 

 

社会教育事業（公民館）の取扱いについて（案） 

 

 

 

  

 

川島町公民館の名称を「各務原市川島公民館」とする。休館日及び開

館時間は、合併までに調整し統一を図る。利用者については各務原市の

例による。 

川島町公民館主催事業は合併後５年を目処に事業の継続について調整

する。 

 

  

 

 



専
門
部
会

教
育
部
会

１
．
名
称

・
各
務
原
市
中
央
公
民
館

・
川
島
町
公
民
館

・
各
務
原
市
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

２
．
休
館
日

○
各
務
原
市
中
央
公
民
館

１
．
月
曜
日

２
．
１
２
月
２
９
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日
ま
で

３
．
１
２
月
２
８
日
か
ら
翌
年
の
１
月
４
日
ま
で

○
各
務
原
市
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

１
．
月
曜
日

２
．
休
日

４
．
１
２
月
２
８
日
か
ら
翌
年
の
１
月
４
日
ま
で

注
）
休
日
…
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
休
日

３
．
開
館
時
間

・
各
務
原
市
中
央
公
民
館

・
４
月
～
９
月

９
：
０
０
～
２
２
：
０
０

９
：
０
０
～
２
１
：
０
０

・
１
０
月
～
３
月
９
：
０
０
～
２
１
：
３
０

・
各
務
原
市
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

９
：
０
０
～
２
２
：
０
０

た
だ
し
、
日
曜
日
は
１
７
：
０
０
ま
で
と
す
る
。

館
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
臨
時
休
館
日
（
例
年
：

８
月
１
３
～
１
５
日
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
｢川
島
町
公
民
館
｣の

名
称
を
｢各
務
原
市
川

島
公
民
館
｣と
す
る
。

　
休
館
日
は
、
合
併

ま
で
に
調
整
し
統
一

を
図
る
。

　
開
館
時
間
は
、
合

併
ま
で
に
調
整
し
統

一
を
図
る
。

１
．
月
曜
日
（
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

２
．
休
日
の
翌
日
（
土
、
日
、
休
日
、
上
記
１
に
当
た

　
　
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

３
．
月
曜
日
に
当
た
る
休
日
の
翌
日
（
休
日
に
当
た
る

　
　
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

教
育
委
員
会
は
、
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、

休
館
日
を
変
更
し
、
又
は
臨
時
に
休
館
日
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
川
島
町
公
民
館
の
名
称
を
「
各
務
原
市
川
島
公
民
館
」
と
す
る
。
休
館
日
及
び
開
館
時
間
は
、
合
併
ま
で
に
調
整
し
統
一
を
図
る
。
利
用
者
に
つ
い
て
は
各
務

原
市
の
例
に
よ
る
。

　
川
島
町
公
民
館
主
催
事
業
は
合
併
後
５
年
を
目
処
に
事
業
の
継
続
に
つ
い
て
調
整
す
る
。

調
整
の
方
針

項
　
　
　
　
目

各
　
務
　
原
　
市

川
　
島
　
町

調
　
整
　
方
　
針

　
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い

　
社
会
教
育
事
業
（
公
民
館
）

協
議
細
目

調
整
方
針

協
議
項
目

各
務
原
市
中
央
公
民
館

各
務
原
市
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

各
務
原
市
川
島
公
民
館

新
市
に
お
け
る
公
民
館
組
織

木
曽
川
文
化
圏
市
町
合
併
協
議
会



専
門
部
会
　
社
会
教
育
事
業
（
公
民
館
）

４
．
公
民
館
事
業

【
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
事
業
】

【
川
島
町
公
民
館
の
事
業
】

・
青
少
年
育
成
事
業

・
成
人
学
習
事
業

・
乳
幼
児
教
育
事
業

・
成
人
講
座

・
家
庭
教
育
事
業

・
市
民
セ
ミ
ナ
ー

・
高
齢
者
学
習
事
業

・
子
ど
も
講
座
（
土
曜
講
座
）

・
女
性
の
学
習
事
業

・
乳
幼
児
期
子
育
て
講
座

・
消
費
生
活
事
業

・
小
中
学
生
夏
休
み
体
験
講
座

・
人
権
同
和
事
業

・
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
（
高
齢
者
大
学
）

・
I
T
学
習
事
業

・
ハ
イ
カ
レ
ッ
ジ
（
高
齢
者
大
学
院
）

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

・
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
発
表
会

な
ど

・
国
際
交
流
事
業

・
文
化
財
保
護
事
業

な
ど

…
上
記
事
業
ご
と
に
各
種
の
事
業
が
あ
る
。

５
．
利
用
者

市
外
在
住
者
も
利
用
可
能
。

町
内
在
住
・
在
勤
者
の
み
利
用
可
能
。

各
務
原
市
の
例
に
よ
る
。

原
則
町
外
者
は
利
用
で
き
な
い
。

　
川
島
町
公
民
館
業
務
は
、
社
会
教
育
の
幅
広
い
業
務

を
担
当
し
、
多
様
な
事
業
を
開
催
し
て
い
る
。

以
下
箇
条
書
き
で
紹
介
す
る
。

　
川
島
町
公
民
館
の

主
催
事
業
に
関
し
て

は
、
合
併
後
５
年
を

目
処
に
事
業
の
継
続

に
つ
い
て
調
整
す

る
。

　
市
民
の
多
用
な
学
習
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
学
習
者
の
個
性

に
合
っ
た
各
種
の
講
座
・
学
級
の
開
設
や
作
品
の
展
示

な
ど
、
学
習
機
会
の
提
供
や
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
活

動
援
助
を
通
し
て
、
生
涯
学
習
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

る
。

な
お
、
ロ
ビ
ー
、
学
習
情
報
室
の
閲
覧
は
、
制
限
を
設
け

な
い
。

協
議
細
目

調
整
方
針

協
議
項
目

　
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い

た
だ
し
、
国
際
交
流

事
業
は
、
産
業
部
会

に
お
い
て
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業
、
文
化

財
保
護
事
業
は
、
教

育
部
会
に
お
い
て
別

途
協
議
を
行
う
。

項
　
　
　
　
目

各
　
務
　
原
　
市

川
　
島
　
町

調
　
整
　
方
　
針

木
曽
川
文
化
圏
市
町
合
併
協
議
会



協議第３２号 

 

 

 

社会教育事業（図書館）の取扱いについて（案） 

 

 

 

  

 

｢川島町ほんの家｣を｢各務原市中央図書館｣の分館とし、名称を｢各務原

市川島ほんの家｣とする。 

休館日及び開館時間は、合併までに調整し統一を図る。利用者につい

ては、各務原市の例による。 

 

  

 

 



専
門
部
会

教
育
部
会

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い

社
会
教
育
事
業
（
図
書
館
）

各
務
原
市
立
中
央
図
書
館

川
島
町
ほ
ん
の
家

ほ
か
に
、
中
央
公
民
館
図
書
室

　
　
　
　
移
動
図
書
館

　
　
　
　
も
り
の
本
や
さ
ん
　
　
が
あ
る
。

２
．
休
館
日

１
．
月
曜
日

２
．
休
日

３
．

1
2
月
2
9
日
か
ら
翌
年
の

1
月

3
日
（
年
末
年
始
）

３
．

1
2
月

2
8
日
か
ら
翌
年
の
1
月
4
日
（
年
末
年
始
）

４
．
第
２
・
４
金
曜
日
（
図
書
整
理
日
）

４
．
教
育
委
員
会
の
定
め
る
日

　
　
　
　
　
　
　
（
館
内
整
理
日
・
蔵
書
点
検
日
）

○
中
央
図
書
館
　
　
　
：
1
0
：
0
0
～
1
9
：
0
0

９
：
０
０
～
１
７
：
０
０

(
市
内
の
小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間
は

9
：
0
0
～
1
9
：
0
0
)

○
中
央
公
民
館
図
書
室
：
 
9
：
0
0
～
1
7
：
0
0
 

○
移
動
図
書
館
　
　
　
：
 
9
：
3
0
～
1
5
：
0
0

○
も
り
の
本
や
さ
ん
　
：
1
0
：
0
0
～
1
6
：
0
0
 

貸
し
出
し
、
閲
覧
と
も
制
限
な
し
。

各
務
原
市
の
例
に
よ
る
。

４
．
利
用
者

　
本
な
ど
の
貸
し
出
し
は
、
町
内
在
住
・
在
勤
者
の

み
利
用
可
能
。
閲
覧
に
つ
い
て
は
制
限
な
し
。

３
．
開
館
時
間

１
．
名
称

２
．
休
日
の
翌
日
（
土
、
日
、
休
日
、
上
記
１
に
当
た

　
　
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

１
．
月
曜
日
（
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

協
議
細
目

調
整
方
針

協
議
項
目

調
整
の
方
針

　
｢
川
島
町
ほ
ん
の
家
｣
を
｢
各
務
原
市
中
央
図
書
館
｣
の
分
館
と
し
、
名
称
を
｢
各
務
原
市
川
島
ほ
ん
の
家
｣
と
す
る
。
休
館
日
及
び
開
館
時
間
は
、
合
併
ま
で
に
調
整
し

統
一
を
図
る
。
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
各
務
原
市
の
例
に
よ
る
。

調
　
整
　
方
　
針

　
｢
川
島
町
ほ
ん
の
家
｣
を
｢
各
務
原

市
中
央
図
書
館
｣
の
分
館
と
し
、
名

称
を
｢
各
務
原
市
川
島
ほ
ん
の
家
｣

と
す
る
。

項
　
　
　
　
目

各
　
務
　
原
　
市

川
　
島
　
町

貸
し
出
し
、
閲
覧
と
も
制
限
な
し
と
す
る
。

　
休
館
日
は
、
合
併
ま
で
に
調
整

し
統
一
を
図
る
。

　
開
館
時
間
は
、
合
併
ま
で
に
調

整
し
統
一
を
図
る
。

新
市
に
お
け
る
図
書
館
組
織

中 央 公 民 館

図 書 室

移 動 図 書 館

（ さ つ き 号 ）

も り の

 本 や さ ん

中
央
図
書
館

川
島
ほ
ん
の
家

木
曽
川
文
化
圏
市
町
合
併
協
議
会



協議第３３号 

 

 

 

社会教育事業（歴史民俗資料館）の取扱いについて（案） 

 

 

 

  

 

「川島町ふるさと史料館」を「各務原市木曽川文化資料館」に名称変

更する。 

休館日及び開館時間は、合併までに調整し統一を図る。 

 

  

 

 



専
門
部
会

教
育
部
会

　
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い

　
社
会
教
育
事
業
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

１
．
名
　
称

各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館

川
島
町
ふ
る
さ
と
史
料
館

２
．
休
館
日

１
．
月
曜
日

２
．
休
日

３
．
1
2
月
2
9
日
か
ら
翌
年
の
1
月
3
日
（
年
末
年
始
）

３
．
1
2
月
2
8
日
か
ら
翌
年
の
1
月
4
日
（
年
末
年
始
）

４
．
教
育
委
員
会
の
定
め
る
日
　

４
．
教
育
委
員
会
の
定
め
る
日
　

３
．
開
館
時
間

１
０
：
０
０
～
１
７
：
０
０

９
：
３
０
～
１
６
：
３
０

４
．
利
用
者

制
限
な
し
。

制
限
な
し
。

　
開
館
時
間
は
、
合
併
ま
で

に
調
整
し
統
一
を
図
る
。

協
議
細
目

川
　
島
　
町

１
．
月
曜
日
（
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

調
整
方
針

協
議
項
目

　
「
川
島
町
ふ
る
さ
と
史
料
館
」
を
「
各
務
原
市
木
曽
川
文
化
資
料
館
」
に
名
称
変
更
す
る
。

　
休
館
日
及
び
開
館
時
間
は
、
合
併
ま
で
に
調
整
し
統
一
を
図
る
。

調
整
の
方
針

２
．
休
日
の
翌
日
（
土
、
日
、
休
日
、
上
記
１
に
当
た

　
　
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

　
休
館
日
は
、
合
併
ま
で
に

調
整
し
統
一
を
図
る
。

－

項
　
　
　
　
目

各
　
務
　
原
　
市

　
「
川
島
町
ふ
る
さ
と
史
料

館
」
を
「
各
務
原
市
木
曽
川

文
化
資
料
館
」
に
名
称
変
更

す
る
。

（
新
規
条
例
制
定
予
定
）

調
　
整
　
方
　
針

新
市
に
お
け
る
資
料
館
組
織

歴
史
民
俗
資
料
館

木
曽
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確 認 事 項 

第６回 木曽川文化圏市町合併協議会 



提案日 協議状況 承認日 調整方針

1 H15.6.25 承認 H15.6.25
羽島郡川島町を廃し、その区域を各務原市へ編入する
編入合併とする

2 H15.6.25 継続協議 【提案】平成17年（2005年）1月までとする

3 H15.6.25 継続協議 【提案】「各務原市」を基本とし、協議を継続する

4 H15.6.25 承認 H15.6.25 現各務原市役所の位置とする

5 H15.6.25 承認 H15.6.25
両市町の所有する財産、公の施設及び債務は、すべて
新市に引き継ぐものとする

提案日 協議状況 承認日 調整方針

6 H15.7.9 承認 H15.8.8
合併後、編入された区域の住民の意見を新市の行政
に反映させるため、合併特例法の「在任特例」及び「定
数特例」を適用するものとする

7 H15.7.9 承認 H15.7.9

川島町農業委員会は各務原市農業委員会に統合する
合併特例法の規定を適用し、川島町の農業委員のう
ち、選挙で選出された12人は、各務原市の農業委員の
在任期間だけ在任する

8 H15.7.9 継続協議

【協議内容】原則として各務原市の制度に統一する。
ただし、個人市民税の均等割、法人市民税の法人税割
及び都市計画税については、不均一課税を実施する。
都市計画税の不均一課税の方法については専門部
会・幹事会において協議中

9 H15.7.9 承認 H15.7.9
川島町の定数内の職員は、すべて各務原市の職員とし
て引き継ぐものとする

10 ※事務レベルで、計画素案を作成中

提案日 協議状況 承認日 調整方針

11 H15.7.9 承認 H15.7.9

(1)川島町の常勤の特別職（三役及び教育長）及び執行
機関の委員（教育委員会の委員等）については、合併
の前日をもって失職する
(2)付属機関等の委員については、法令等に定めのあ
る場合は、その規定を適用する
なお、該当規定のない場合は、両市町の長が別に協議
して定めるものとする

12 H15.8.8 承認 H15.8.8

条例、規則等は、各務原市の条例、規則等を適用す
る。
ただし、各種事務事業の調整内容を踏まえて、条例、
規則等の新規制定、一部改正等を行うものとする

13

14

15

16 H15.9.5

17

18 H15.8.8 継続協議
【提案】川島町内の町の名称を変更する。
川島町内の現行の町の名称の前に「川島」を付したも
のを変更後の町の名称とする

19 H15.9.5

協議項目

補助金、交付金等の取扱い

町名、字名の取扱い

慣行の取扱い

事務組織及び機構の取扱い

一部事務組合等の取扱い

使用料、手数料の取扱い

公共的団体の取扱い

新市建設計画

協議項目

特別職の身分の取扱い

条例、規則等の取扱い

議会議員の定数及び任期の取扱
い

農業委員会の委員の定数及び任
期の取扱い

地方税の取扱い

一般職の職員の身分の取扱い

合併特例法に規定されている協議項目

その他必要な協議項目

基本的協議項目

「合併協議項目」の協議状況  (H15.9.5現在)

協議項目

合併の方式

合併の期日

新市の名称

新市の事務所の位置

財産の取扱い

資料１



20 H15.8.8 承認 H15.8.8
国民健康保険料（税）の賦課業務に関しては、原則とし
て各務原市の現行制度に統一するものとする

21 H15.9.5

提案日 協議状況 承認日 調整方針

22

（１）友好都市提
携・国際交流事業

（都市交流） H15.8.8 承認 H15.8.8
現在両市町で行っている国際・国内都市交流について
はこれを尊重し、新市においても継続する

H15.9.5

H15.8.8 承認 H15.8.8
広報紙、ウェブサイト（ホームページ）、まちづくりを語る
会、市民相談などの各種広報広聴関係事業について
は、各務原市に統一する

（５）交通関係事業
（コミュニティバ
ス）

H15.8.8 承認 H15.8.8
旧川島町区域の住民サービスの低下を防ぎ、市役所
本庁舎への交通アクセスを確保するため、市ふれあい
バスに（仮称）川島線を新設する

（１４）建設関係事
業

（都市計画） H15.8.8 承認 H15.8.8
合併後速やかに岐阜都市計画区域内の川島町地域を
各務原都市計画区域に変更するとともに、その内容を
見直し、一体的な都市基盤整備を図る

（１６）学校教育事
業

(義務教育) H15.9.5

(公民館) H15.9.5

(図書館) H15.9.5

(歴史民俗資料
館)

H15.9.5

（１７）社会教育事
業

（１３）商工・観光関係事業

（１５）上・下水道事業

（４）消防防災関係事業

（６）保健事業

（７）障害者福祉事業

介護保険事業の取扱い

各種事務事業の取扱い

協議項目

（９）児童福祉事業

（１０）その他の福祉事業

（１１）環境事業

（１２）農林水産関係事業

（２）電算システム事業

（３）広報広聴関係事業

（８）高齢者福祉事業

国民健康保険事業の取扱い



資料２ 

木曽川文化圏市町合併協議会 
川島町内主要施設等視察 

 

①内藤記念くすり博物館【館内見学】 

・わが国初のくすりに関する総合的な資料館として昭和46年6月、エーザイ㈱川島工園内に開設された。薬に関

する資料5万点、図書5万5千点のうち常時3千点を展示し、医学・薬学の歴史、健康科学に関する知識の普

及、特に薬の正しい使い方について社会の理解を得るための活動を続けている。   

 

②川島町総合スポーツ公園 

・野球場、テニスコート、多目的グラウンド、町民プールなどで構成された町のスポーツ施設。昭和62年に完成

した。プールを除き、施設の利用は無料。ただし町内在住・在勤者に限っている。 

 

③小網橋 

・川島町小網町と愛知県江南市を結ぶ（町道）。橋長280ｍ、幅員3ｍで昭和38年に架橋。現在、架け替え工事が

進められており、平成19年度に完成予定。新橋は橋長323ｍ、幅員11ｍの2車線片側歩道。 

 

④岐阜県消防学校・岐阜県広域防災センター 

・消防学校では、消防職員および消防団員に対し、多様な災害に的確に対応できるよう、基礎的・専門的な知識・

技術の修得を図るための教育を行っている。 

・広域防災センターは、災害による被害を未然に防止し、日ごろから災害に対する備えを万全にするため設置さ

れた施設。地震の震度体験、初期防火訓練、濃煙体験（煙が充満した迷路室からの避難）、心臓マッサージなど

応急手当の体験ができる。また、各種の防災機材を備蓄し被災地へ輸送する、災害復旧の拠点ともなっている。 

 

⑤松倉城跡 

・初代松倉城主は坪内将監（長九郎）で、尾張中島郡内に生活基盤を開発した土豪。天文年間の中頃（1540年頃）

松倉に城を構えた。天文16年の美濃攻めの折に犬山城主織田信康に見方するも、終始独立独歩を貫いた。 

 

⑥松倉渡船場跡・永代常夜灯 

・川島町松倉町と各務原市下中屋町を結ぶ渡船場の跡。文政13年（1830）に建立された常夜灯が当時の名残をと

どめている。   

 

⑦川島町民会館【館内見学】 

・生きがいセンター（老人福祉センター）、ほんの家（町立図書館）、ふるさと史料館（歴史民俗資料館）の複合

施設。昭和58年の開館以来、子どもから高齢者まで多くの利用者がある。 

 

⑧河跡湖 

・町のほぼ中央に流れていた鉄砲川の川跡。植物や昆虫、野鳥、淡水魚などの宝庫となっている。 

 

⑨川まつり資料館【館内見学】    

・毎年７月下旬に河川環境楽園内で開催される「かわしま川祭り」の“やま”や祭礼道具など、さまざまな資料

を展示・保存している。 

    

⑩渡橋 

・川島町渡町と愛知県一宮市を結ぶ（県道一宮川島線）。橋長258ｍ、幅員6ｍで昭和39年に架橋。138タワーパ

ークと河川環境楽園のアクセス道としても重要で、現在、幅員3ｍの歩道橋建設工事が行われている。平成16

年度に完成予定。 

 

⑪河川環境楽園【園内見学】 

・国営公園、岐阜県営公園、自然共生研究センター、東海北陸自動車道・川島PAおよびハイウェイオアシスから

構成された環境共生型テーマパーク。平成11年に一部開園して以来、年間300万人以上が訪れる、東海地方で

も有数の集客施設。現在、淡水水族館と観覧車を建設中で、16年夏には完成の予定。 
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